
第１章　研究の目的と経過

１　雲部車塚古墳の概要

雲部車塚古墳は兵庫県篠山市東本荘に所在する。盾形周濠をもつ古墳時代中期の前方後円墳で、１９００

（明治３３）年には宮内庁によって墳丘、周濠および南北両陪冢が陵墓参考地（「雲部陵墓参考地」、「陪冢い号」

「陪冢ろ号」）に治
じ

定
じょう

されている。

篠山盆地の東奥に位置し、県守地区のある南側へ開く谷筋を塞ぐように、谷筋に直交する方向に墳丘

の主軸を向けている（第１図）。主軸の方向はＮ９９°Ｅで、ほぼ東西方向を向いており、現状では後円部

２段、前方部２段、規模は総長２５０ｍ、墳丘長１４０ｍ、後円部径８０ｍ、後円部頂径１８ｍ、前方部幅９０ｍ、

前方部長６５ｍ、高さ１１ｍ、くびれ部幅６２ｍ、後前高差２ｍを測る〔高井１９９２〕が、発掘調査の結果、墳丘

長１５８ｍ、後円部径１０４ｍ、前方部幅１１２ｍ、前方部長７６ｍとする復元案がある〔徳田ほか２００６〕。

周濠の外側には水田の畦畔によって周庭帯のような痕跡が認められるが、それに接するようにして、

南北両側に陪冢が１基ずつ築かれている（雲部車塚北陪冢・同南陪冢）。埋葬施設は１８９６（明治２９）年５月１９
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第１図　墳丘測量図



日に地元住民により発掘され、竪穴式石槨とそこにおさめられた長持形石棺があったと記録されている。

現在知りうる埋葬施設や副葬品の総数、出土状況についての情報はこの発掘時のものに限られている。

後に記された記録には互いに矛盾を含むものがあるが、その中でもっとも信頼されるのが、客観的で公

的文書を含んでいる『車
くるま

塚
づか

一
いち

蒔
まき

』（第２章第２・３節）である。

記録によると、竪穴式石槨は方形にめぐる埴輪列により囲まれていた。後円部中央のやや南よりにあ

り、天井石は深さ１ｍのところからみつかっている。石槨の規模は、長さ約５.２ｍ、幅約１.５ｍ、高さ約

１.５ｍを測り、壁面は煉瓦状の石積みで、赤く塗られていた。

長持形石棺は、長さ約２.１ｍ、幅約１ｍ、高さは東側で約０.８ｍ、西側で０.９ｍと記録されているが、石

棺の下半部は埋められているため、高さの数値は露出部分での計測値であり、石棺の総高ではない。蓋

石は無文で、長辺側に各１個、短辺側に各２個の横断面が円形の縄掛突起をもつ。蓋石の横断面形は山

形を呈している。身の長側石の縄掛突起は正面観が長方形を呈し、前後に１個ずつつくり出される。身

の短側石の方形突出部は後円部側に２個、前方部側に１個、それぞれつくり出されている。石槨と石棺

の隙間には白色の玉石が敷き詰められていた。

副葬品は石槨内から武具・武器類を中心にして出土している。記録によると刀剣類やホコが掛具によ

って石槨壁面に掛けられていた。副葬品の種類は刀３４・剣８・ホコ２・「鎧鉢」（冑か）４・「胴」（短甲

か）５・鏃１０７のほか、「刀掛」・「長穂先」・「石質の札」があったと記されている。これらは一部が取り

上げられ、ほかはすべて埋め戻された。取り上げられた遺物は現在京都大学総合博物館に保管されてい

る〔京都大学総合博物館１９９７〕。発掘時には長持形石棺の蓋は開けられていないため、これらの遺物は棺内

のものは含まれず、すべて棺外のものとすることができる。

その後、１９８３（昭和５８）年には篠山町教育委員会が、２００５（平成１７）年には兵庫県教育委員会が古墳南

側の周濠外側にある周庭帯を発掘調査した〔粟野編１９８４，吉識・池田２００７〕。２００４（平成１６）年には宮内庁

書陵部が墳丘裾の調査と墳丘の測量をおこなっており、墳丘規模を推定する情報が得られるとともに、

これまで詳細が不明であった埴輪や須恵器も出土している〔徳田ほか２００６〕。 （中村　弘）
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